
 

杉の子だより 

 

 
             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.９ 

令和７年１月１５日発行 

ちくさ杉の子こども園 

園長 平瀬 晶子 

   

１月の行事 
～３日 年始休業 
１４日 ３学期始業式 
１５日 身体測定 

 １７日 1.17追悼避難訓練   
２３日 誕生会 
２４日 弁当日 

 

※予定が変更になることもありますのでご了承ください。 

２月の予定 
３日 節分 豆まき 誕生会 
５日 身体測定 

    １０日 避難訓練 
    １４日 弁当日 

１５日 生活発表会 
１７日 幼稚園部振替休業日 
２７日 うさちゃんクラブ修了式 

 
 
 

スタート直前。ドキドキ！！ 

 新年あけましておめでとうございます。 
 
１月は旧暦で「睦月（むつき）」と呼ばれます。仲良く親しむことを意味する「睦む（むつむ）」

という言葉から、お正月に家族や親戚が仲良く過ごす姿を表したことが由来と言われているよう
です。さて、３学期がスタートしました。新年の園内には活気があふれ、年末やお正月にあった出
来事を一生懸命に話す子ども達。日々新しい気持ちで過ごしているように見えます。 
３学期には、一年の集大成といわれる生活発表会があります。毎日積み重ねてきた経験を発

揮できる場とし、子ども達の発想を大切にしながら友達と一緒に楽しみ、一人一人の成長を感
じられる取組にしていきたいと考えています。お楽しみに！！ 
保護者、地域の皆様には、引き続きこども園の教育・保育活動に、ご理解ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

クリスマス会 

杉の子応援団。 

１２月になると、あちらこちらでクリスマスの飾りが見られるようになり、こども園 
でも、１２月２日にツリーを出して飾り付けをしました。サンタさんに会える日を楽し 
みにそれぞれのクラスで思考を凝らしてブーツやリースを作り、「今年のプレゼント 
は何かなぁ～」と、プレゼントがもらえることを楽しみにしている様子が微笑ま 
しかったです。鈴の音と共にサンタさんが登場するとテンションが上がり、とて 
も忙しいサンタさんですが、質問にもしっかり答えてくださったので、子ども達 
は、大満足でした。サンタさん毎年ありがとうございます。 

 

メロン組さんに教えてもらい
ダンスを踊りました。 

子どものやけど、気を付けて！！ 

０～１歳のやけどが最も多い 
 やけどで救急車で運ばれた人のうち、最も多い 
のが１歳児、次いで０歳児です。やけどというとスト 
ーブやアイロンを思い浮かべるかもしれませんが、 
いちばん多い原因は、みそ汁やスープなどの熱い 
食べ物。やけどとは 
ちょっとしたすきに 
起こるので、注意 
しましょう。 

 

炊飯器の蒸気に 
触れてやけどした 

電気ポットのコードを 
引っぱって落下させ、 
お湯がかかった 

食卓に置いた、熱い 
みそ汁の入ったおわ
んをひっくり返した 

 対策   加熱する電化製品は。手の 
届かない場所に置き、コードに引っか 
からないよう注意しましょう 

 

 対策   熱いものは子どもの手の
届かない場所に置き、子どもの食事
は冷ましてから食卓へ。また、だっこし
たまま調理したり、熱いお茶などを飲
んだりするのもやめましょう。 

 
 
 
 
 
 
子どもがやけどをした

ときは、すぐに流水で冷
やします。衣類を着てい
るときは、服の上から水
をかけましょう。水ぶくれ
ができたときや、やけど
の範囲が広いときは病
院へ。 

すぐ冷やして！ 

こんなことに注意！！ 

河呂の平瀬景一さんより、もち米をいただきました。 
子ども達はおはぎが大好きなので、給食の時、使わせていただきまし 
た。早速１回目のおはぎが給食に出ると「おいしい！おいしい！！」と、４個 
もおかわりをして食べた子もいました。おはぎを作るのに必要な１０回分 
のもち米をいただいたので子ども達は喜ぶことと思います。そして、竹ぼ 
うきの寄付もしていただきました。ありがとうございました。 

園小中高合同マラソン大会 １２月１８日（水）天候にも恵まれ、たくさんの方々に応援していた
だき力を発揮することができました。ありがとうございました。 

全員歩くことなく８００m完走しました。 

佐用町に在住の衣笠さんが作成された絵本を寄贈していただきまし
た。観光地を舞台にした楽しい冒険の物語で、子どもも大人も一緒に 

地域の魅力や新しい発見を 
楽しめる一冊でした。 
子ども達の感想 
・絵本の中からはみ出して 
（飛び出して）きそうだった。 
・絵本の中に入って食べた 
かった。 

                                  ・猫の目がキラキラして可愛 
かった。   
ありがとうございました。 
 

 
 

長いお話なので４・５歳対象に話しました。 

絵本寄贈 

主人公の猫ちゃんの目も輝いていましたが、子ども達の目もキラキラでした。 

今年も『千種支部老人クラブ連合会』 
の皆様よりしめ縄をいただき、よい年を
迎えることができました。☺  ありがとう
ございました。 


